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■ フォト・エッセイ ■

シナブン号で船旅
─マカッサルから西パプアのソロンへ
写真・文

大津伸子
Nobuko Otsu

バウバウ港に入港した全長 144メートル、14,600 トンのシナブン号

ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
マ
カ
ッ
サ
ル
の
港
か
ら
シ
ナ
ブ

ン
号
に
乗
り
込
ん
だ
。
一
万
七
五
○
○
余
の
島
々

の
魅
力
を
探
る
に
は
船
の
旅
が
一
番
と
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
島
々
を
く
ま
な
く
運
航
す
る
ペ
ル
ニ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
営
船
舶
運
航
会
社
）
の
リ
ン

ジ
ャ
ニ
号
で
一
五
年
前
に
当
地
か
ら
ア
ン
ボ
ン
へ

船
旅
し
た
時
の
こ
と
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
た
。
港

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
人
、
人
、
人
、
荷
物
で
ご
っ
た

返
し
、
乗
船
開
始
と
と
も
に
人
々
が
一
斉
に
タ
ラ

ッ
プ
に
向
か
っ
て
突
進
し
た
。
一
○
歳
の
息
子
の

唖
然
と
し
た
姿
を
記
憶
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
大
型
に
様
変
わ
り
し
た
が
、
混
雑
状
況
は
相
変

わ
ら
ず
だ
っ
た
。
折
し
も
断
食
明
け
の
帰
省
に
重

な
り
、
一
、
二
、
三
等
の
船
室
は
す
べ
て
満
室
。

八
○
○
名
定
員
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
船
室
か
ら
溢
れ
た

乗
客
で
各
階
の
デ
ッ
キ
の
踊
り
場
、
廊
下
は
足
の

踏
み
場
も
無
か
っ
た
。
何
度
か
ペ
ル
ニ
の
客
船
に

乗
船
し
た
が
、
初
体
験
の
光
景
だ
っ
た
。

こ
こ
マ
カ
ッ
サ
ル
は
古
く
か
ら
東
部
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
海
上
交
通
の
要
所
で
、
空
の
交
通
が
盛
ん

な
現
在
で
も
東
西
を
結
ぶ
中
継
地
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
マ
カ
ッ
サ
ル
を
出
港
し
、

ま
ず
南
東
の
ブ
ト
ン
島
の
バ
ウ
バ
ウ
に
寄
港
後
北

上
し
、
バ
ン
ガ
イ
島
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
ビ
ト
ゥ

ン
に
寄
り
、
そ
こ
か
ら
東
に
進
路
を
向
け
、
テ
ル

ナ
テ
、
更
に
東
の
西
パ
プ
ア
の
ソ
ロ
ン
に
入
る
三

泊
四
日
の
船
旅
。
初
め
て
の
航
路
と
未
踏
の
ソ
ロ

ン
行
き
で
気
持
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。

世
界
の
船
旅
に
精
通
し
、
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
海
域
の
船
旅
の
よ
さ
も
熟
知
し
て
い
る
Ｓ
氏

が
同
行
し
た
。
乗
船
当
初
Ｓ
氏
は
デ
ッ
キ
の
踊
り
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6デッキの一等船室。2ベッド、洗面・シャワー室、
机、洋服ダンス、テレビが備わる

東西を結ぶ海の交通要所・マカッサルを防御したロッテルダム要塞

マカッサル湾に沈む夕日
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場
で
寝
食
す
る
乗
客
、
船
室
の
手
入
れ
不
足
、
備

品
の
破
損
な
ど
豪
華
客
船
で
は
あ
り
え
な
い
有
様

に
驚
き
と
戸
惑
い
の
連
続
だ
っ
た
が
、
船
上
で
の

人
と
の
出
会
い
、
会
話
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
時
間

内
の
寄
港
地
の
観
光
を
す
る
う
ち
に
船
室
の
こ
と

は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
と

い
う
。
ま
だ
知
ら
な
い
方
々
に
日
本
で
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
島
嶼
間
の
人
々

の
足
と
な
っ
て
い
る
手
ご
ろ
な
料
金
の
船
舶
に
乗

船
し
、
船
上
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
様
々
な
地
域

の
人
々
と
の
交
流
、
ま
た
寄
港
地
で
の
見
聞
を
通

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
様
な
民
族
、
文
化
に
直

に
触
れ
、
豪
華
客
船
と
は
別
の
醍
醐
味
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

マ
カ
ッ
サ
ル
湾
に
沈
み
ゆ
く
夕
陽
に
見
と
れ
て

い
る
と
夕
食
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
食
堂
へ
。

シ
ナ
ブ
ン
号
は
比
較
的
新
し
い
建
造
船
な
の
で
ち

ょ
っ
ぴ
り
期
待
し
て
い
た
。
一
、
二
等
船
室
用
の

食
堂
は
ブ
ル
ー
で
ま
と
め
、
落
着
い
た
雰
囲
気
で

ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
が
、
食
事
の
質
の
低
さ
に
は
少

々
が
っ
か
り
し
た
。

朝
八
時
に
バ
ウ
バ
ウ
港
に
入
港
。
港
は
見
違
え

る
ほ
ど
整
備
さ
れ
、
か
つ
て
船
を
待
ち
構
え
て
い

た
に
わ
か
露
店
が
並
ぶ
面
影
は
無
か
っ
た
。
一
時

間
の
停
泊
を
利
用
し
て
交
渉
成
立
の
若
者
の
オ
ジ

ェ
ッ
ク
（
乗
合
い
オ
ー
ト
バ
イ
）
の
後
部
に
ま
た

が
り
、
以
前
果
せ
な
か
っ
た
三
○
分
の
バ
ウ
バ
ウ

観
光
に
挑
ん
だ
。
港
の
背
に
迫
る
丘
に
駆
け
上
る

と
、
港
を
一
望
で
き
る
要
塞
が
あ
っ
た
。
こ
の
地

は
一
四
世
紀
以
降
ブ
ト
ン
王
国
が
栄
え
、
中
国
、

ジ
ャ
ワ
島
の
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
王
国
と
貿
易
を
行
っ
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た
が
、
海
賊
行
為
、
奴
隷
貿
易
が
中
心
だ
っ
た
。

そ
の
後
イ
ス
ラ
ム
教
国
と
な
り
、
一
九
○
六
年
オ

ラ
ン
ダ
の
支
配
下
に
入
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立

ま
で
続
い
た
。
一
七
世
紀
建
造
の
王
宮
と
イ
ス
ラ

ム
教
寺
院
が
古
の
栄
華
の
痕
跡
を
留
め
て
い
た
。

島
内
で
は
就
業
の
道
は
限
ら
れ
、
ブ
ト
ン
人
の
ほ

と
ん
ど
が
東
部
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
特
に
マ
ル
ク
へ

国
内
移
住
か
、
出
稼
に
出
て
い
る
。
出
港
の
汽
笛

が
ボ
ー
と
鳴
り
、
危
機
一
髪
で
タ
ラ
ッ
プ
を
駈
け

上
っ
た
。

船
は
ブ
ト
ン
海
峡
を
出
る
と
左
右
に
島
々
を
見

な
が
ら
ウ
ォ
ウ
ォ
ニ
海
峡
に
入
っ
た
。
船
長
に
食

事
の
不
満
を
訴
え
た
効
果
な
の
か
、
昼
食
の
メ
ニ

ュ
ー
が
よ
く
な
っ
て
い
た
。
断
食
月
な
の
で
日
没

前
の
夕
食
時
の
食
堂
は
閑
散
と
し
て
い
た
。
夜
九

時
に
バ
ン
ガ
イ
港
に
入
り
、
桟
橋
か
ら
船
首
が
は

み
出
た
格
好
で
接
岸
。
闇
に
包
ま
れ
た
燈
り
に
目

を
凝
ら
す
と
、
出
迎
え
、
見
物
人
、
ポ
ー
タ
ー
が

ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
。
タ
ラ
ッ
プ
が
ま
だ
完
全

に
つ
な
が
ら
な
い
う
ち
に
ポ
ー
タ
ー
が
一
斉
に
梯

段
を
駈
け
上
っ
た
様
相
に
圧
倒
さ
れ
た
。
こ
の
島

は
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
名
高
い
が
、
現

金
収
入
を
得
る
道
は
限
ら
れ
、
島
民
の
必
死
の
生

活
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。
下
船
者
は
電
化

製
品
、
衣
類
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
果
て
は
椅
子
五
脚

ま
で
両
手
、
両
肩
、
体
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
使
っ

て
様
々
な
物
品
を
抱
え
て
い
た
。
出
港
間
近
に
大

き
な
袋
を
引
き
ず
り
な
が
ら
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
た

子
供
た
ち
を
目
で
追
っ
た
。
彼
ら
は
船
内
で
収
集

し
た
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ボ
ス
ら
し
き
女
に
渡
し
、

小
銭
を
受
取
り
、
そ
の
か
せ
ぎ
で
女
の
家
族
が
商

バンガイ港の人と荷物がひしめく下船の光景

1613 年に遡るクラトン（王宮）と右手は初代王のクラトンの大黒柱
（ブトン島）

バウバウの丘の上に残るブトン王国の要塞跡
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ソロンの港に停泊するシナブン号を高台から一望する

う
露
店
で
菓
子
を
買
っ
て
い
た
。
渡
し
た
お
金
が

再
び
懐
に
戻
る
う
ま
く
で
き
た
し
く
み
だ
。

船
室
の
冷
房
か
ら
体
を
温
め
に
時
折
デ
ッ
キ
の

カ
フ
ェ
に
通
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
椅
子
だ

け
の
造
り
で
、
缶
飲
料
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
、
弁
当
、
パ
ン
、
菓
子
な
ど
が
あ
り
、
結

構
賑
い
、
日
毎
に
山
積
み
の
品
が
減
っ
て
い
く
。

愛
想
の
よ
い
カ
リ
マ
ン
タ
ン
出
身
ダ
ヤ
ク
人
の
店

員
は
、
月
二
往
復
の
こ
の
航
路
の
仕
事
を
楽
し
く

や
っ
て
い
る
と
語
り
、
店
番
そ
っ
ち
の
け
で
私
と

の
会
話
に
夢
中
だ
っ
た
。

一
時
間
遅
れ
で
ビ
ト
ゥ
ン
港
に
入
港
。
オ
レ
ン

ジ
色
の
制
服
の
ポ
ー
タ
ー
が
す
で
に
到
着
を
待
ち

構
え
て
い
た
。
下
船
し
て
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
と
、

マ
ナ
ド
、
ト
ン
ダ
ノ
と
遠
方
へ
の
タ
ク
シ
ー
の
客

引
き
の
掛
け
声
が
飛
び
交
う
。
三
時
間
の
停
泊
を

利
用
し
て
市
街
周
辺
の
観
光
へ
。
運
転
手
と
助
手

席
の
ガ
イ
ド
は
ト
モ
ハ
ン
出
身
の
ミ
ナ
ハ
サ
人
で
、

地
震
で
も
壊
れ
な
い
故
郷
の
伝
統
家
屋
を
誇
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
地
震
災
害
が
念
頭

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
余
裕
を
持
っ
た
帰
船
後

が
大
変
だ
っ
た
。
甲
板
の
通
路
を
荷
物
が
塞
ぎ
、

船
室
の
窓
か
ら
も
外
が
見
え
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が

野
菜
で
、
野
菜
不
足
の
パ
プ
ア
に
運
ぶ
よ
う
だ
。

夜
中
の
テ
ル
ナ
テ
寄
港
後
、
航
海
四
日
目
の
朝
、

ソ
ロ
ン
の
岬
が
見
え
た
。
波
ひ
と
つ
な
い
穏
や
か

な
入
江
を
進
む
船
に
身
を
任
せ
て
い
る
と
、
下
船

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
あ
わ
て
て
荷
物
を
ま
と

め
、
シ
ナ
ブ
ン
号
に
別
れ
を
告
げ
た
。

（ 

お
お
つ 

の
ぶ
こ
／
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ

ー
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

東部への物資を供給するスラウェシ島第 2の大きさのビトゥン港

タラップが連結するや否や一斉に駆け上がるポーターたち

マレーシア

ジャカルタ

メダン

ブルネイ

インドネシア

フィリピン

ソロン
ビトゥン

ティモール・ロロサエ（東ティモール）
マカッサル

スラバヤ
バリ島

マレーシア

ブルネイ フィリピン

ソロン

ビトゥン テルナテ

トンダノ

バンガイ

マナド

ブトン島
マカッサル

バリ島 バウバウ

スラバヤ ティモール・ロロサエ（東ティモール）
シナブン号航路


